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【平成 25 年度 事業報告】（2013 年 7 月 1 日～2014 年 6 月 30 日） 

保育事業 

「ちっちゃなこども園にじいろ」 

「神戸市保育ママふたば」 

→『神戸市小規模保育事業ちっちゃなこども園ふたば』の運営 
 

従事者の人数：（にじいろ＆ふたば合算 ６月末現在）   

有給職員（保育士 9 人、保育者 2 人、看護師１人、事務１人、調理 1 人） 

ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰから 5 名（保育補助 4 人、調理 1 人） 登録ボランティア 4 人 

 

◆認可外保育施設「ちっちゃなこども園にじいろ」の運営◆ 

実 施 日 時：月〜金曜日 ７時～２０時３０分  年間開園日数 240 日 

実 施 場 所：法人施設 

利用者定員：11 人 

利用者数：年間のべ 2,523 人 (前年度 2,396 人 前年比 105%) 

     1 日平均 10.5 人利用 

 

◆ グループ型家庭的保育事業「神戸市保育ママふたば」 

→「神戸市小規模保育事業ちっちゃなこども園ふたば」の運営◆ 

実 施 日 時：月〜金曜日（土曜） ８時～18 時 （2014 年 3 月まで） 

    月〜土曜日 午前 7 時 30 分〜18 時 30 分（2014 年 4 月から） 

    年間開所日数 273 日 

実 施 場 所：法人施設 

利用者定員：10 人 

利用者数：年間のべ 2,015 人 (前年度 1,543 人 前年比 130%)  

1 日平均 7.4 人利用 

 

 

◇ 保育事業全体の受益者数の増加◇ 

 「にじいろ」「ふたば」ともに、昨年度に引き続き、のべ利用者数が増加しました。 

 同じハードを使って、実際の受益者数を増やせたことは、地域での認知度・貢献度の上

昇の証と考えられます。 
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◇保育ママから小規模保育事業への移行◇ 

平成 27 年度から子ども子育て新制度が開始されますが、神戸市では早急な待機児童対

策のために、「グループ型家庭的保育事業（保育ママ）」を、平成 26 年度から「小規模

保育事業」に移行することとなりました。当法人の「ふたば」もその対象となり、平成

26 年度を移行期間としつつ、2 年間の「保育ママ事業」を終了し、「神戸市小規模保

育事業ちっちゃなこども園ふたば」として 4 月から再出発しました。 

 

 「保育ママ事業」と「小規模保育事業」の相違点は、以下の通りです。 

・ 0 歳 6 ヶ月からの保育が可能となった。（保育ママは満１歳から） 

・ すこやか保育（障がい児保育）の加算対象となった。 

・ 保育室の面積基準、人員配置が認可保育園に準ずる形となった。 

・ 調理に関わる管理、帳票などが認可保育園に準ずる形となった。 

・ 平成２７年度 4 月からは、入所の受付窓口が認可保育園と同じ「区役所」となる。

（平成 26 年度中は、各園が保留通知を持っていることを前提に受付）→ 認可保

育園と並べて「第 1 希望」「第 2 希望」として小規模保育が選べるようになり、入

所までのタイムラグ（約 1 ヶ月）がなくなる予定。 

・ 運営費、施設ごとの各加算が認可保育園と同様の考え方に則ることになり、事実上、

運営費の引き上げとなる。また、運営費の支払いは、これまでの四半期ごとから毎

月払いとなる。 

 

 

 

 

 

 

2013 年 7 月から 

2014 年 6 月 

月ぎめ 一時 
のべ利用者数 

小計 
要観察 

日常的 

医療ｹｱ 

医療観察 

と与薬 

手帳あり 

日常介助 

のみ 

にじいろ（乳幼児） 1993 394 2387 0 96 0 288 

にじいろ（学童） 0 136 136 1 0 0 105 

ふたば（0〜3 歳児） 2015 0 2015 0 340 0 161 

にじいろ（乳幼児）割合 83,5% 16,5% 100.0% 0% 4% 0% 12% 

にじいろ（学童）  割合 0.0% 100.0% 100.0% 0.7% 0.0% 0.0% 77.2% 

ふたば（0〜3 歳児）割合 100% 0% 100.0% 0% 16.9% 0% 8% 

    

（再掲） （再掲） （再掲） （再掲） 
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◇「夏のこどもまつり」の開催◇ 

実 施：2013 年 8 月 31 日（土） 

実 施 場 所：舞多聞まちづくり館 

 

 こどもコミュニティケア通常総会の懇親ランチと、「にじ

いろ」「ふたば」の在園児さん、卒園児さん、そのご家族の

懇親の場に発展させたいと、今回は「夏のこどもまつり」を企画しました。昨年もお世話

になった「ここちよい暮らしのお店くんぷ」の佐竹さんのご協力をいただき、流しそうめ

んも実施。そうめんを流す竹は、地元の「舞多聞エコ俱楽部」さんからいただきました！ 

風が強くお天気が心配でしたが、バーベキューにスイカ割りと、親子で楽しんでいただけ

るひとときになりました。ほかにも下記のようなブースを出しました。 

・竹を使った水鉄砲づくり  ・竹のぽっくりづくり 

・バザー    ・ペットボトルの魚釣り 

・各ブースのスタンプラリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－5－ 

◇ ミニ運動会◇ 

実施：2013 年 10 月 18 日（金）午前中 

実施場所：学園南公園 芝生広場 

「にじいろ」「ふたば」合同で、実施しました。小さい子ども

たちなので、「競技を楽しむ」ことを第１として、保護者さん

のご参観は任意で、少し遠目に見守っていただきました。 

・しっぽとり ・玉入れ ・でかパン競争＆メダル取り  ・リレー 

 園で作ったおにぎりと蒸し野菜＆鶏に「くんぷ」さんの野菜コロッケのお弁当をみん

なでお腹いっぱい食べました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 保育研修 ニュージーランドのバーニー先生をお迎えして◇ 

実 施：2013 年 11 月 9 日（土） 

実 施 場 所：ちっちゃなこども園にじいろ 

 

  ニュージーランドで長年、シュタイナー教育に基づく保育園を運営し

ておられるバーニー先生をお招きして、保育スタッフ研修会を行いました。

「ちっちゃな保育所」時代から数えて、バーニー先生が私たちの園を訪れ

てくださったのは、３回目。私たちの進歩を毎回、丁寧に褒めてください

ます。「にじいろ」「ふたば」で子どもたちが入園のときに出逢う「スリーピングドール」

は、バーニー先生の発案で、バーニー先生自ら作ってくださったものか、先生からスリー

ピングドールの技術と魂を受け継いだ方によって制作されています。 

 今回のテーマは「お人形」。幼い子どもたちにとってのお人形とは何か、人形劇が持つ意

味は何か、スリーピングドールの手入れの仕方を学びました。 

 また、今回の来日でも、保護者向け、保育者向けに多くの講演会をもたれ

ました。保育スタッフも、大阪などへ足を運び、バーニー先生の実践や「乳

幼児のためのシュタイナー教育」について学びを深めました。 

 左は、バーニー先生の著書「乳幼児のためのシュタイナー教育」（水声社）

です。 
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◇「親子遠足」の開催◇ 

実 施：2014 年３月 29 日（土）９時４５分〜12 時 

実 施 場 所：舞多聞のオリエンテーリング → 学園南公園 

参 加 者 ： 子ども 20 名 大人 20 名 

  

 今年は「舞多聞まちづくり館」に集合し、グループに分かれていつもの「朝の会」を

してから、「いつものお散歩コース」を歩きました！ 普段は、お父さんお母さんに「す

ぐ抱っこ」の子どもたちも、しっかり学園南公園まで歩き通し、成長ぶりを見ていただ

きました。また、「秘密の階段」や「遊歩道」など、子どもたちのいつもの遊び場所を

親子でじっくり味わっていただきました。その後は、学園南公園の芝生広場に集まって

記念撮影とお弁当タイム。保護者さんも子どもたちも春の気配たっぷりの半日を楽しみ

ました。保育者も、一緒にお弁当をいただき、保護者さんから日ごろのお子さんのご様

子をお伺いすることができ、たいへん嬉しい半日でした。 
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◇園だより「にじいろだより」「ほいくだより」発行◇ 

実 施 日 時：2010 年４月～、隔月１回発行 

従事者の人数：有給職員１〜２名 

発 行 数：毎月約４０部、 

配 布 先：在園児、CCC 会員、関係者 

 「にじいろ」と「ふたば」の合同で、ひきつづき、ほいくだよりの発行を行っていま

す。保育での子ども達の様子や、イベント告知、給食の人気レシピなど、定番ですが、

いつも楽しい記事が集まります。ＮＰＯ法人イーパーツさんのプリンタ寄贈プログラム

で、リコーのカラーレーザープリンタ（2009 年冬）、ブラザーのインクジェット複合

機（2014 年春）を使って、写真やイラストが活きるように、カラー刷りにしています。  

 ご寄付をいただいた方にも、お礼状に、その時のバックナンバーを同封するようにし

ています。（印刷在庫がなく、お送りできないこともあります） 

 

 

◇毎日のショート・ミーティング◇ 

実 施 日 時：にじいろ・ふたばが保育を行っている日 午後 1 時〜1 時 30 分 

従事者の人数：その時間帯に出勤している保育スタッフ 5〜８名 

 

 引き続き、毎日、「にじいろ」「ふたば」での合同ショート･ミーティングを行ってい

ます。子どもたちの体調やケガ、保護者様からのコメント、午前中の保育の様子、ヒヤ

リハット事例、成長したエピソード、個別保育計画などを共有します。 

 話し合いでは、掃除などの業務分担や、お子さんひとりずつの保育計画、情報共有、

実施の評価なども行います。今年度は、来年度からの「子ども子育て新制度」について

の情報提供などの話題も増えました。スタッフが外部の研修を受けて学んだことをシェ

アしたり、日ごろ感じていることを話したりすることもあります。医療的な配慮の基礎

や、プロの保育者としての知識やスキルについての小さな学習会等も行うなど、毎日

30 分をしっかりと積み重ねています。 

 毎週水曜日にはできるだけ多くの保育スタッフが参加し、1 時間のスタッフミーティ

ングとしています。行事の打合せや、防災訓練など、保育スタッフみんながそろってい

ることが望ましい事柄について、じっくり取り組んでいます。 

 

 

◇月 1 回のチャイルドスタディ（子どもの観察）◇ 

 水曜日にはできるだけ多くの保育スタッフが参加し、オイリュトミストの岩橋裕子先

生をお迎えして、シュタイナー教育の観点からの子どもの観察を行っています。日ごろ、

子どもたちに接しているそれぞれのスタッフが、1 人の子どもについて観察したこと、
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体験したエピソードを共有し、子どもをさらに深く理解し、次の保育に活かして行くた

めの大切な時間です。ろうそくをともし、シュタイナーの言葉から始まる時間は、私た

ちが保育者として、ケアを行う者として、そして保育チームの一員としての初心と謙虚

さをもう一度しっかりと取り戻す手助けとなっています。 

 

 

 

 

コミュニティ・スペースの運営事業 

 

今年度は運営実績なし。（希望者なし） 
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子どもの健全育成に関わる調査研究提言事業 

 2013 年度は、法人としての独立した事業実施はありませんでした。 

 

◆全国小規模保育協議会への参加◆ 

ネットワーク活動として、「全国小規模保育協議会」に賛助団体として参加し、メー

リングリストを活用して、首都圏の小規模保育を運営する方々と積極的に意見交換

や情報共有を行っています。  

全国小規模保育協議会 http://syokibohoiku.or.jp 

 

◆「家庭的保育を考える会」への参加◆ 

  神戸女子大学の永井久美子先生が、保育ママなど家庭的保育についてアンケートや 

  インタビュー調査をしておられたのをきっかけに、「横のつながりが作れると良いね」  

  という話になり、当法人の「ふたば」が最初の会場となって、交流会を持ちました。 

 

 第 1 回：2013 年 8 月 25 日 当法人「ふたば」にて 

 第 2 回：2014 年 2 月 2 日 西宮「保育ルームぽかぽか」にて 

 

 引き続き 2014 年も 9 月に交流会を持ってくださる予定です。滋賀からも参加がある

など、毎回、参加者が増えています。なかなか他の園の中まで見せてもらえる機会はない

ですし、小規模保育で、0〜2 歳の異年齢縦割り保育については、あまり保育士養成学校

でも取り扱われないようなので、保育士どうしで多くの情報交換やつながりづくりにつな

がっていければと思っています。 

 

◆日本保育学会 自主シンポジウムでの発表◆ 

2014 年 5 月 18 日（日） 大阪城南女子短期大学 

 神戸女子大学の永井久美子先生の呼びかけにより、西宮の保育ママの舟橋知子さん、古

田千春さんと一緒に、「家庭的保育の実践 〜家庭的保育者からの提言〜」と題して、にじ

いろ、ふたばの取り組みを事例として、末永がお話しさせていただきました。東京家政大

学の網野武博先生は、日本で長く続いている「いわゆる大集団型保育」、ベビーシッターや

保育ママといった家庭的保育など多くの保育形態について、概要とこれからの家庭的保育

への充実への期待について、お話しくださいました。聴衆からも活発な意見や事例が発表

され、充実したシンポジウムとなりました。下記は、その時の

スライドの一部です。 

http://syokibohoiku.or.jp/
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子育て支援事業 

◆りんごろうそく◆ 

実 施：2013 年 11 月 30 日（土） 

実 施 場 所：ちっちゃなこども園にじいろ 

参 加 者 ：子ども 19 名 と その保護者 

 

 今年もアドベント･ガーデンを行いました！ 

毎年やってくるこのアドベントガーデンは、卒園生、在園生

それぞれの成長を、特にひしひしと感じます。 

 今年は、参加人数も増えたことから、にじいろの保育室で

行いました。昨年よりもちょっぴり大きな「モミの木のらせ

んの道」をひとりひとりがしっかり歩んでいました。梅宮さ

んと矢作さんがリトルライアーとキンダーハープの演奏で

子どものあゆみを支えてくださいました。 

 

 

◆クリスマス･コンサート◆ 

実 施：2013 年 11 月 30 日（土） 

実 施 場 所：舞多聞まちづくり館 

参 加 者 ：子ども 17 名 大人 18 名（保育関係）  

子ども８名 大人１２名（ボランティア等関係者） 

 

 アドベントの始まりに、毎年、実施している「クリスマス･コンサート」。 

今年は、会場を「舞多聞まちづくり館」として、より多くの方をお迎えできるように準備

しました。 

 毎年、当法人のコンサートに来てくださるライアーの高

谷順子さんは、今年はギター奏者たーちんさんとのユニッ

ト「Moon Ｇarden」としてご登場くださいました。 
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組織基盤強化 

◆就業規則等の見直し◆ 

2008 年の法人化を機に作った「就業規則」です

が、法律改正や現在の勤務態勢などを踏まえて、社

会保険労務士さんを交え、全体の見直しを行いまし

た。就業規則のほか、下記のルールも見直しや作成

を行い、社労士さんを交えて、理事と職員参加の説

明会および質疑応答を行いました。（2013 年 11 月

8 日） 

・賃金規定   ・育児介護休業規定 

 ・自家用車通勤規定   

 ・外部研修に参加する際の休暇申請および参加費、交通費の補助について 

 

◆ 認定ＮＰＯ申請に向けて 模擬チェックを受けました◆ 

実 施：2014 年 3 月 27 日（木） 

実施場所：法人事務局 

 

 当法人が申請可能になるのは 2014 年の総会が終わってから。これまでも準備を進めて

きましたが、神戸市が「本申請に向けて、模擬のチェックを受けてみませんか」という案

内をしておられたので、さっそく申し込み、年度末の忙しい時期ではありましたが、神戸

市の市民参画推進局市民協働推進課（ＮＰＯ認定担当）から２名の職員さんが来てくださ

り、半日かけてじっくりとチェックとその背景について解説してくださいました。 

 認定ＮＰＯの申請や運営にあたっては、ていねいな開設冊子が作成されていて、無料で

配布されていますが、冊子を読んでいるだけでは分からない、細かい点や、なぜそうした

規定があるのか、見落としがちなポイントなどを教えていただきました。 

 

 

◆ボランティア･プログラムづくり◆ 

 前年度、大阪ボランティア協会の永井さんやＣＳ神戸の支援を受けて実施してきました

ので、引き続き、プログラム作りに取り組みました。今年度は、垂水区の「地域を育てる

区民応援助成（赤い羽根共同募金）」から約 22.5 万円の助成金をいただきました。助成の

おかげで、他の子育て支援ＮＰＯのボランティアについて、ヒアリングしたり、「ボランテ

ィア･コーディネート協会」のボランティアコーディネーター研修（検定）に２人を送り出

すことができました。 

 今後は、ボランティアの申出数に対して、どのくらいの方が継続して活動してくださっ

ているか、ボランティアさん、スタッフのそれぞれの満足度など、毎年の指標を設け、こ

の取り組みの目標や評価づくりに役立てていきたいと考えています。 



－12－ 

 

◆「感謝の集い」の開催◆ 

 実 施：2014 年 3 月 29 日（土） 

実施場所：舞多聞まちづくり館 

 

 これまでのボランティアさんはじめ、利用者さん、会員や役員、支えてくださっている

方々を招き、手芸ワークショップやマッサージ、茶話会、活動 10 年を振り返るコーナー

などを設けました。 

 ひとりひとりにお花を贈り、ボランティアさんをみなさんに紹介し、感謝を伝えて、来

し方行く末を語る機会としました。 

 

 ご家族そろってご参加くださったボランティアさんもおられ、ご自身の活動を振り返っ

ていただいたり、ボランティアさん同士が知り合ったりする機会となりました。法人役員、

現職員、ご寄付くださった園の利用者さんなど多彩な支援者・関係者が集い、みんなで打

楽器をもって、生演奏を共に楽しみました。 

 

 

 
手作り年表で10年を振り返りました     10年間のベストショットをスライドショーで。 

 

 何ヶ月もかけて準備をし、演奏者さんやビーズ・アーティストさんたち、美味しいパン

などの手配をしてくださった役員の梅宮さん始め、親子遠足と平行して事前準備から当日

の片付けまでしっかりと支えてくださったスタッフにも、この場を借りて、心から感謝を

申しあげます。 

 

 

 

次の 10 年を話そう！ 

 

 

バルーンアートとたくさんのお花、祝電もいただきました 
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こどもコミュニティケアの名プロデューサー兼

名司会と言えば。この方！  

 

 

 

 

 

 

 

たくさん食べてもいい？ 

 

10 周年に寄せて、たくさんのお祝いメッセージをいただ

きました。 

一部ですが、ご紹介します。 

♥ 親子共に「初めての保育園」がにじいろで本当に良かっ

た、と息子が 1 年生になった今でも思っています。これから

も地域の親子に楽しく、温かく、安心できる場所でいてもら

いたいと思います。（神戸市） 

 

♥ ボランティアをしていたころを懐かしく思い出していま

す。ますますのご活躍を期待しています。（神戸市） 

 

♥ 「ちっちゃなこども園にじいろ」のあゆみは、大きく大きく成長され、多くの方の期待に応え

られていることでしょう。職員、関係者の皆様に感謝です。今後の 10 年を語り、さらに子どもた

ちの未来を豊かにできますよう、心よりお祈り申しあげます。（三重） 

 

♥ 末永さんとスタッフのみなさんの頑張りと笑顔に支えられている方々のことを思うと、本当に

尊いお仕事だと思っています。これまでも、これからも子どもたちや家族の方々の光でいてあげて

ください。（大阪） 

♥ 10 周年おめでとうございます。横浜から応援しています（神奈川） 

♥ 今後のますますのご発展を心よりお祈りいたします。（山口） 

 

 

 

 

ビーズをつないで 

オリジナル・サンキャッチャー制作中 
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♥ 10 周年おめでとうございます。思いを着実に形にしていく行動力に敬服。遠くから応援して

います。（東京） 

 

♥ 熱意・努力・工夫･･･皆様の汗の結晶ですね。ちっちゃいけれど大きな夢をのせた小舟が今や

大海原を航海できる船になりました。1 年 1 年働きをまとめ、報告して、外にアピールし応援団を

増やして･･･本当に一歩一歩着実さに頭が下がります。これからもますますすてきな園となります

ように。遠くから見ているだけの応援団より（大阪） 

 

♥ 10 周年おめでとう！ 次の 10 周年に向けて、彼方をめざし、同時に足元を見つめて進もう。

盛会を祈ります（大阪） 

 

♥ 次の 10 年は、これまでと違うステージになるかと思いますが、少しずつ着実に進んでいって

ください。応援しています。（神戸市） 

 

♥ 皆様の活動には頭が下がります。何らかの形でご協力させていただければ幸いです。ぜひ行き

たいのですが、診療おわりが 14 時前なので、残念ながら欠席とさせていただきます。また機会あ

ればぜひ誘ってください。（加古川市） 

 

♥ 月日があっという間ですね。思いが形になり、広がっていかれることを祈ります。（千葉） 

♪ サックスと 

キーボードの演奏 ♪ 

鳴子や鈴、タンバリン 

などで聴衆も参加 
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ハンドマッサージで癒しタイム♪  
 

♥ 共生保育というこの形がもっと当然として世間に受け入れられるべきだと思っています。遠方

のため、貴施設のイベント etc.に参加することがたいへん難しいですが、いつもお声を掛けていた

だき、とても嬉しく存じます。これからも益々のご発展を心よりお祈りしております。（埼玉） 

 

♥ 様々な個性を持った子どもたちに伸びていける環境を！ ご活動、感心するとともに微力なが

らいつも応援しております。「皆の笑顔を楽しみに」（明石市） 

 

♥ スタッフの方々始め、関わった方皆様の思いとお力が、これからもますます大きく発展してい

き、よりすばらしい園になっていくことを願っています。たいへんなことも多いと思いますが、お

体大切に、すてきな保育を続けていってください。（東京） 

 

♥ お誘い頂きありがとうございます。皆様のご活躍、陰ながらいつも応援しています。今後も沢

山の子どもさんやお母さん方の支えになる場として、がんばってください。当日は楽しみにしてい

ます。（神戸市） 

 

♥ こどもコミュニティケアとの出会いに感謝いたします。これからも共に学びを深め、発展して

いけますように。どうぞ宜しくお願い致します。（宝塚市） 

 

♥ どこでもだれでもどんなハンディがあっても安心安全なケアを受けられるシクミができたら

良いです。兵庫県でも 3 号研修を広く普及し、さらにレベルアップの研修を保証し、地域での 24

時間ヘルプができたらいいです。（篠山市） 

 

♥ もう 10 年！のような、まだ 10 年？のような･･･。ラクな道のりではなかったけどシブトク

頑張ってきましたよね。ご盛会をお祈りします。（宝塚市） 

 

♥ 心よりお祝い申しあげます。未来ある子どもたちが自分を信じ、社会で生きていく基礎作りを

手厚い保育を通して行っている姿を拝見すると、頭の下がる思いです．今後の益々のご活躍をお祈

り申しあげます。（神戸市） 

 

♥ おひとりおひとりに合ったこまやな感保育を通し、ご家族と一緒に、ひとりでも多くの幼児さ

んの成長を見守っていかれる場として、今後、より繁栄されますことを願っています。 
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♥ 知り合ってまだ数年ですが、私たちにとって常に刺激を受け、頼りになる存在がこどもコミュ

ニティケアであり、末永さんです。これからもつきすすみ、分け入っていく、そんなコミケアであ

りますよう、心から応援しています。もちろん、私たちも私たちらしくあり続けます。（西宮市） 

 

♥ ニュースレターなども興味深く拝見してます。今後もなおいっそうご活躍されるのを楽しみに

しています。（明石市） 

 

♥ あたたかな環境で、家庭的な保育･･･にじいろさんのような保育が、これからも末永く続いて

いかれますことをお祈りしています。（神戸市） 

 

♥ ちっちゃな保育所との出会いは、長女が１歳のとき。実に６年のおつきあいになります。頼り

になる親戚のいない中、園にどれほど助けられたことか･･･。いつも生き生きと信念を持って活動

されている園に、今では次女を通わせていること、誇りに思います。今後とも、どうぞよろしくお

願い申しあげます。（神戸市） 

 

♥ 子どもたちの健やかな成長とこどもコミュニティケアのますますの御発展とご活躍をお祈り

致します。保育ボランティアとして、スタッフのみなさまにご指導頂きながら、今後もがんばって

いきたいと思っています。よろしくお願いします。（神戸市） 

 

♥ ひらけてにぎわっていく街と共に、これからもたくさんの子どもたちとの月日を重ねていかれ

ますよう、益々の御発展をお祈りいたします。（神戸市） 

 

♥ ３歳から、初めて親と離れて、園に泣きながら通っていた息子も今春、小学校３年生になりま

した。今では親より友だちといる方が楽しくなり、たくましくなりました。にじいろさんでは、小

さな心に寄り添いながら日々を過ごしてくださり、のびのびと成長できたように思います。今後も

お世話になることがあると思います。よろしくお願いします。益々の発展をお祈りしています。（神

戸市） 

 

♥ 着実に歩まれるお姿に感銘を受けております。末永さんが以前おっしゃった「あきらめないこ

と」という言葉、今でも私の心の中に残っています。今後益々の御発展をお祈り申しあげます。（西

宮市） 

 

♥ 病気の子どもたちと向き合い、保育の大切さを学びました。いろいろな個性あふれる子どもた

ちの成長を見守ってくださるお仕事、ありがとうございます。にじいろに通ってくる子どもたちは

幸せですね。これからもすてきな時間が過ごせる場として、よろしくお願いします。10 周年ばん

ざーい！（神戸市） 

 

♥ 10 年間よくぞがんばられました。敬服します。今後、益々のご活躍を期待しています。 

  （神戸市） 
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♥ 10 周年おめでとうございます！ 社会の中で小さくされている側から「正義」を実現する働

きに敬意を表します。これからも益々のご発展を心よりお祈り致します。（尼崎市） 

 

♥ 小さい頃から多様な人と一緒に過ごす貴重な活動、これからも頑張ってください。（東京） 

 

♥ 10 周年おめでとうございます。「思い」の段階からご縁をいただいた者として、行動力に敬服

すると共に、こんなに嬉しいことはございません。これからもたくさんの子どもたち＆保護者の方

に楽しい思い出をたくさん作って差しあげてください！（東京） 

 

♥ 今後も理念の元、ご活躍 継続していただくよう、切に願います。「こどもコミュニティケア♡」

ひとりでも多くの方に届きますように。（神戸市） 

 

♥ 10 年間、本当に山あり谷ありだったのでは･･･。先輩として誇りに思います！（大阪） 

 

取材・記事・メディア出演 

◆ Nursing Today 「私の転機」インタビュー記事◆ 

看護師さんむけの「ケア総合誌」で、3 万部が発行されています。 

「地域で活動する看護師」として、代表理事の末永美紀子のインタビュー記事が掲載さ

れました。（2013 年 12 月） 
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【平成 25 年度 決算報告】（2013 年 7 月 1 日～2014 年 6 月 30 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

費用の詳細は、次ページの明細に記しています。 
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